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研究成果の概要（和文）：本共同研究は、医療保険制度と優生学運動の研究に限られていたアメリカ医療史の裾野を広
げることを目的として開始された。最終的に、２０世紀初頭の時代を中心とした訪問看護史、産業看護史、公衆衛生史
、精神衛生史、病院制度史を充実させることとなった。このような個別領域の充実と並んで、共同で発見した事項とし
て、身体管理の強化がすすんだ２０世紀前半に、「健常ではない者」を包摂しつつ同時に排除する方法が模索されてい
たことを明らかにした。

研究成果の概要（英文）：The purpose of our study has been to broaden historical interpretations of 
American medical experiences. At the time our study started, the studies on the US medical history in 
Japan had been limited to medical insurance systems and eugenics. Now we have expanded our research 
topics to histories of visiting nurses, industrial nurses, public health, mental health, and hospitals. 
Besides, we have synthesized our findings and concluded that those who were categorized as "not healthy 
nor normal" were publicly admitted by the mainstream groups to live in the community in the early 
twentieth century, at the same time artfully distanced from the mainstreams so that they could keep the 
existing social order.

研究分野： 20世紀初頭アメリカ政治史
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１．研究開始当初の背景 
我々が研究に着手する以前は、日本のアメ

リカ史研究において、医療史はほとんど顧み
られていなかった。これはヨーロッパ史やア
ジア史とは対照的だった。 
ヨーロッパ史やアジア史研究においては、

医療史はすでに一つの重要な分野を形成し
ていた。コレラやペストなどの一国疾病史か
ら始まり、疾病に対応する政治制度、病院制
度、治療者の役割をめぐる権力関係、治療を
受けるに値する者の区分に表出する社会関
係など、病める身体のコントロール技法と作
法が様々な方向から検証されていた。さらに
医療史は一国の検討に留まらず、グローバリ
ゼーションや帝国論との統合が試みられて
おり、日本においてはとりわけ植民地医療研
究の発展がめざましかった。しかしそれらの
研究で言及されるアメリカの医療の歴史に
は、アメリカの社会構造や政治の理解が反映
されていなかった。ここにアメリカの政治や
社会の理解を反映した医療史研究が必要で
あると同時に、我々の研究が日本の西洋史や
帝国史、グローバルヒストリー研究に貢献す
る余地があると考えた。 
 
２．研究の目的 
研究の目的は二つあった。第一に、「身体」
をキーワードとして 20 世紀アメリカ医療の
姿を社会史、医療制度史、政治史の分野から
照射することによって、国民としてあるべき
人物像とみなされたものを浮かび上がらせ
ることであった。第二に、政府が個人の身体
に関わることについて、かつて人びとの間に
強固に存在していた警戒と抵抗が、どのよう
な変遷をたどって、政府が身体を保全するた
めの介入を行うべきという認識に変化して
きたか、その経路を明らかにすることであっ
た。 
 
３．研究の方法 
本共同研究は、研究代表者および分担者の

個別研究と、それぞれの発見や解釈を持ち寄
って研究を総合的に俯瞰するための合同研
究会、そして外部講師を招いた研究会から構
成された。 
個別研究では、医療制度の政治学的な分析

（山岸）、看護史の人種・ジェンダー史的分
析（松原）、精神衛生史の社会史的分析（小
野）、公衆衛生の政治史分析（平体）が、そ
れぞれ未公刊の一次史料を分析する手法に
よって研究がすすめられた。 
外部講師招聘研究会は、合計 4回開催され

た。それぞれイギリス公衆衛生史、日本看護
史、日本精神衛生史、中国医療史の専門家を
お招きし、活発な議論を行った。続けて行っ
た合同研究会では、それぞれの発見を統合し、
新しい研究像を模索した。 
 
４．研究成果 
 我々の研究は、かつて医療保険制度と優生

学運動に限られていたアメリカの医療史を、
公衆衛生、訪問看護、産業看護、病院制度、
精神病史などさまざまな論点について多角
的にとらえなおし、新しい研究テーマを提
示・示唆し、結果的に研究の裾野を広げるこ
とに成功した。また、学会報告やシンポジウ
ムを通して、日本のアメリカ研究界に少なか
らぬ貢献をしたと考える。 
 これまでのアメリカ社会史研究は、理念や
心情、アイデンティティなどに焦点をあて、
その言説や背景に関して緻密な分析を行う
ものであった。アイデンティティ研究は一般
的に、個別化・細分化に向かう。この分野に
おいて、日本のアメリカ社会史研究は、大き
な成果を上げてきた。これに対し、我々が取
り組んだのは、世界共通の科学的・医学的理
論に基づく人種や性の差異にほとんど左右
されない医療実践と、アイデンティティ研究
を接合し、身体や病という現実が、いかに心
情やアイデンティティと衝突を繰り返しつ
つ、実際の制度や機構を作り上げてきたのか
について、光を当てることだった。 
今回の共同研究での発見は、人間の身体や

病に関する一般的な知識や理解であっても、
主流文化を構成する白人ミドルクラスの人
びとによって、人種やエスニシティ、そして
移民の差異を明確化するように変形され、編
集され、利用されたこと、すなわち人間を区
別する各種の境界線を医学・科学が拭い去る
ことはできなかったということだった。使い
方によっては、人間の恣意的な分類を正す可
能性があった専門知であったが、それらは当
時の参加者（医師、看護師、公衆衛生関係者、
医療サービスの受け手、地元政治家、連邦制
度そのもの）によって、既存の人種秩序とジ
ェンダー秩序を維持するよう、細心の注意を
払って適用された。それは近代啓蒙思想が晶
出した自由権や人権が、さまざまな理屈によ
り奴隷に適用されなかったことと似た構造
を持っていた。 
他方で、身体の保全に焦点をあてる医学は、

既存の人種・ジェンダー秩序を維持しつつも、
その境界壁を低くする効果を及ぼした。一例
を挙げると、公衆衛生について、白人公衆衛
生官は白人の病の回避、健康の維持について、
行政組織を立ち上げて支援したと同時に、黒
人や移民に対しても、白人の健康に影響を与
えないようにという理由づけを援用して、白
人に対するものと遜色ない広報を行った。南
部地域で人種隔離制度が強化される時代に
おいて、公衆衛生専門家は、人種秩序に留意
しながらも全住民に向けて対策をとったこ
とは、公衆衛生専門家の工夫と苦心の表れる
ところだった。 
本共同研究を通して、アメリカにおける人

種、エスニシティ、ジェンダー秩序が、想定
以上に強固であることが明らかになったと
ともに、これらの「人を区別する力」と「同
じものとして扱う力」が交差する分野におい
て、当事者の環境理解と行動を丁寧に分析す



ることで、人種・ジェンダー・地域の歴史に、
より豊かな解釈可能性を提供できる見通し
が得られた。 
 本共同研究の成果は、2016 年度中に論集と
して発表することを予定している。 
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